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【
特
別
寄
稿
】

漢
詩
と
漢
文
を
読
む
意
味
―
六
世
紀
の
中
国
文
学
を
中
心
に
―

安

藤

信

廣

Ⅰ

漢
字
・
漢
語
・
漢
文

◎
何
故
、
漢
詩
や
漢
文
を
読
む
の
か

日
本
人
は
、
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
つ
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
知
識
を
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
語
の
一
部
と
し
て
、
幼
い
時
か
ら
そ
れ
ら
を
受
容
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
幼
稚
園
児
で
も
相
当
な
漢
字
を
知
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
小

学
生
で
も
、
「
入
学
」
「
学
校
」
「
授
業
」
と
い
う
よ
う
な
漢
語
を
使
い
こ
な
す
。

ま
た
、
漢
語
（
熟
語
）
は
構
造
と
し
て
漢
文
で
も
あ
る
た
め
、
日
本
人
は
い
つ
の

間
に
か
漢
文
を
読
ん
で
い
る
。
「
入
学
」
は
「
学
に
入
る
」
こ
と
で
あ
り
、
小
学

生
で
も
そ
の
よ
う
に
意
味
を
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
小
学
生
も
漢
文
を
読
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
を
日
本
語
の
一
部
と
し
て
身
に
つ
け
て
い
る
。

漢
字
・
漢
語
・
漢
文
は
、
日
本
語
の
中
に
〈
内
在
〉
し
て
い
る
。
漢
詩
や
漢
文
を

読
む
こ
と
は
、
ま
ず
は
、
そ
の
事
実
を
自
覚
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

◎
日
本
語
に
内
在
す
る
漢
語

和
泉
式
部
（
九
七
八
？
―
一
〇
三
六
？
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

冥
き
よ
り
冥
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
べ
き
は
る
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月

く
ら

（
『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
）

「
暗
い
闇
か
ら
も
っ
と
暗
い
道
に
と
入
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
私
を
は

る
か
彼
方
か
ら
照
ら
し
て
く
だ
さ
い
、
山
の
端
の
月
よ
」
と
の
歌
で
あ
る
。
「
山

の
端
の
月
」
は
、
性
空
上
人
と
い
う
高
僧
を
言
う
が
、
ま
た
真
如
（
仏
の
真
理
）

の
光
を
月
に
喩
え
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

歌
の
前
半
、「
冥
き
よ
り
冥
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
べ
き
」
は
、『
法
華
経
』
化

城

喩
品

け

じ
ょ
う

ゆ

ぼ
ん

の
「
従
冥
入
於
冥
、
永
不
聞
仏
名
」
（
冥
き
よ
り
冥
き
に
入
り
て
、
永
く
仏
名
を

聞
か
ず
）
に
基
づ
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
歌

の
前
半
が
、
ほ
と
ん
ど
『
法
華
経
』
の
訓
読
そ
の
ま
ま
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

漢
文
を
訓
読
し
て
き
た
伝
統
に
よ
っ
て
、
仏
典
の
格
調
を
そ
の
ま
ま
和
歌
の
中
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
え
る
。
漢
語
・
漢
文
は
、
訓
読
の
方
法
に
よ
っ
て

日
本
語
の
中
に
定
着
し
、
日
本
語
の
不
可
分
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
、

〈
日
本
語
内
存
在
と
し
て
の
漢
語
〉
と
呼
び
た
い
。

◎
「
み
る
」
と
「
み
え
る
」

日
本
語
で
は
、
意
識
的
に
「
み
る
」
こ
と
と
、
無
意
識
に
「
み
え
る
」
こ
と
を

区
別
す
る
。
古
語
で
は
、「
み
る
」
と
「
み
ゆ
」
の
区
別
に
あ
た
る
。
漢
語
で
は
、

「
視
」
と
「
見
」
の
区
別
に
相
当
す
る
。

し

け
ん

「
視
」
―
（
意
識
的
に
）
「
み
る
」

「
見
」
―
（
無
意
識
に
）
「
み
え
る
」

こ
う
し
た
区
別
は
、
「
き
く
」
と
「
き
こ
え
る
」
（
き
こ
ゆ
）
に
も
あ
り
、
漢

語
で
は
「

聴

」
と
「
聞
」
の
区
別
に
相
当
す
る
。

ち
よ
う

ぶ
ん
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「
聴
」
―
（
意
識
的
に
）
「
き
く
」

「
聞
」
―
（
無
意
識
に
）
「
き
こ
え
る
」

漢
語
の
こ
の
よ
う
な
区
別
を
、
日
本
人
は
理
解
し
て
い
る
。
「
視
聴
覚
教
室
」

（
「
見
聞
覚
教
室
」
と
は
言
わ
な
い
）
と
い
う
言
葉
や
、
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
『
東

方
見
聞
録
』
（
『
東
方
視
聴
録
』
と
は
言
わ
な
い
）
と
い
う
書
名
を
ご
く
自
然
に

理
解
し
て
い
る
。

漢
詩
や
漢
文
を
読
む
、
ま
た
漢
文
を
授
業
で
学
ぶ
意
味
は
、
そ
の
「
自
然
」

な
理
解
を
対
象
化
、
意
識
化
し
、
活
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
と
言
え
る
。
そ
れ

は
日
本
語
全
体
を
活
力
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。

Ⅱ

架
橋
と
し
て
の
漢
文

◎
「
亀
の
恩
返
し
」
の
説
話

単
語
や
単
文
の
レ
ベ
ル
を
越
え
て
、
日
本
文
学
の
中
に
、
外
界
の
要
素
を
と
り

い
れ
る
橋
渡
し
と
し
て
、
漢
文
は
存
在
し
つ
づ
け
た
。
こ
こ
で
は
、
説
話
の
発
想

を
漢
文
が
橋
渡
し
し
た
例
を
と
り
あ
げ
た
い
。

『
日
本
霊
異
記
』
（
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
）
三
巻
は
、
平
安
時
代
前
期
の

仏
教
説
話
集
で
あ
り
、
薬
師
寺
の
僧

景

戒
の
著
。
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
―
八
二

き
よ
う
か
い

四
）
に
成
立
し
た
。
内
外
の
説
話
一
一
〇
数
編
に
よ
り
、
主
に
因
果
応
報
を
説
い

た
も
の
。
日
本
最
古
の
仏
教
説
話
集
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
巻
に
、
次
の
よ
う
な
話

（
亀
の
命
を
贖
ひ

生

を
放
ち
て
現
報
を
得

亀
に
助
け
ら
る
る

縁

第
七
）

あ
か

い
き
も
の

こ
と
の
も
と

が
見
え
る
。

禅
師
弘
済
は
、
百
済
国
の
人
な
り
。
百
済
の
乱
の
時
に
当
た
り
て
、
備
後

ぐ

さ
い

国
三
谷

郡

の
大
領
の
先
祖
、
百
済
を
救
は
む
が
為
に
軍
旅
に

遣

さ
る
る

こ
ほ
り

お

や

い
く
さ

つ
か
は

時
に
、
誓
願
を
発
し
て
言
さ
く
「
も
し

平

に
還
来
ら
ば
、
諸
の
神
祇
の

お
こ

ま
う

た
ひ
ら
か

か

へ

か

み

為
に
伽
藍
を
造

立
て
多
諸
の
寺
を
起
ら
む
」
と
ま
う
す
。
遂
に
災
難
を
免

つ
く
り
た

お
ほ
く

つ
く

れ
、
す
な
は
ち
禅
師
を
請
へ
て
相
共
に
還
来
り
三
谷
寺
を
造
る
。
其
の
禅

む
か

師
の
伽
藍
と
諸
の
寺
と
を
造
立
て
た
る
所
以
な
り
。
道
俗
観
て
、
共
に
為

ゆ
ゑ
ん

に
欽
敬
ふ
。

う
や
ま

禅
師
尊
き

像

を
造
ら
む
が
為
に
、
京
に
上
り

財

を
売
る
。
既
に

金

と
丹

み
か
た

た
か
ら

こ
が
ね

に

と
の
等
き
物
を
買
得
て
、
難
波
の
津
に

還
到

る
。
時
に
海
の
辺
の
人
大
な

ご
と

か
え
り
い
た

る
亀
四
口
を
売
る
。
禅
師
人
に

勧

へ
て
買
ひ
て
放
た
し
む
。

よ

つ

あ
つ
ら

す
な
は
ち
人
の
舟
を
借
り
、
童
子
二
人
を
将
て
共
に
乗
り
て
海
を
度
る
。
日

わ
ら
は

ゐ

晚
れ
夜
深
け
て
舟
人
欲
を
起
し
、
備
前
の

骨
嶋

の
辺
に
行
到
り
て
、
童
子

か
ば
ね
し
ま

い

た

等
を
取
り
て
海
の
中
に
擲
入
る
。
然
う
し
て
後
に
禅
師
に
告
げ
て
云
は
く

な
げ
い

「
速
に
海
に
入
る
べ
し
」
と
い
ふ
。
師
教
化
ふ
と
い
へ
ど
も
賊
な
ほ
許
さ

す
み
や
か

を

し

あ
た

ず
。
茲
に
願
を
発
し
て
海
の
中
に
入
る
。

こ
こ

水
腰
に
及
ぶ
時
に
石
を
以
ち
て
脚
に
当
つ
。
其
の

暁

に
見
れ
ば
、
亀
負

あ
か
つ
き

へ
り
。
其
の
備
の
中
の
浦
に
し
て
、
海
の
辺
に
其
の
亀

三

頷
き
て
去
る
。

な
か

う
ら

み
た
び

是
れ
放
て
る
亀
の
恩
を
報
ゆ
る
か
と
疑
ふ
。

時
に
賊
等
六
人
、
其
の
寺
に
金
と
丹
と
を
売
る
。
檀
越
ま
づ
量
る
に
価
を

む
た
り

は
か

越
ゆ
。
禅
師
後
に
出
で
て
見
れ
ば
、
賊
等
茫

然
し
く
し
て
退
進
を
知
ら
ず
。

ほ
れ
ほ
れ

禅
師
憐
愍
び
て
刑
罰
を
加
へ
ず
。
仏
を
造
り
塔
を
厳
り
、
供
養
し
已
り
ぬ
。

あ
は
れ

か
ざ

後
に
海
の
辺
に
住
み
て
往
き
来
る
人
を
化
ふ
。
春
秋
八
十
有
余
の
と
し
に
卒

を
し

し

ぬ
。
畜
生
す
ら
な
ほ
恩
を
忘
れ
ず
、
返
り
て
恩
を
報
ゆ
。
何
に
い
は
む
や
、

い
か

人
に
し
て
恩
を
忘
れ
む
や
。

備
後
国
三
谷
郡
（
広
島
県
三
次
市
）
の
三
谷
寺
（
三
次
市
の
寺
町
廃
寺
跡
が
そ

れ
か
）
の
縁
起
に
ま
つ
わ
る
説
話
で
あ
る
。
三
谷
郡
の
大
領
（
長
官
）
の
先
祖
が
、

百
済
滅
亡
を
救
う
た
め
の
派
遣
軍
に
動
員
さ
れ
た
と
き
（
六
六
一
年
）
、
無
事
に

帰
国
で
き
た
ら
寺
を
建
立
す
る
と
の
誓
願
を
立
て
、
無
事
に
弘
済
禅
師
を
と
も
な

っ
て
帰
国
（
六
六
三
年
）
し
た
後
、
三
谷
寺
を
建
立
し
た
。
そ
の
後
、
弘
済
禅
師

は
仏
像
を
造
る
た
め
に
都
に
上
り
、
黄
金
な
ど
必
要
な
も
の
を
買
っ
て
、
難
波
の
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津
に
還
っ
て
き
た
と
き
、
大
き
な
亀
四
匹
が
売
ら
れ
て
い
た
の
で
買
い
取
っ
て
放

し
て
や
っ
た
。

難
波
の
津
か
ら
船
に
乗
っ
て
海
を
渡
っ
て
行
く
と
、
夜
更
け
に
舟
人
が
（
黄
金

な
ど
を
強
奪
し
よ
う
と
）
欲
を
起
こ
し
、
備
前
の
骨
島
（
所
在
不
明
）
の
あ
た
り

で
童
子
ら
を
海
に
投
げ
入
れ
、
禅
師
に
も
海
に
飛
び
こ
む
よ
う
迫
っ
た
。
禅
師
は

無
事
を
祈
っ
て
海
に
入
っ
た
。
水
が
腰
の
あ
た
り
ま
で
き
た
と
き
、
石
が
脚
に
当

た
っ
た
。
暁
に
見
て
み
る
と
、
亀
が
背
負
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
中
の
浦

（
岡
山
県
浅
口
郡
金
光
町
占
見
あ
た
り
）
で
禅
師
を
降
ろ
す
と
、
そ
の
亀
は
三
回

頷
い
て
去
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
放
し
て
や
っ
た
亀
が
恩
に
報
い
て
く
れ
た
の

だ
ろ
う
と
弘
済
禅
師
は
思
っ
た
。
〔
以
下
に
つ
い
て
は
略
〕

「
亀
の
恩
返
し
」
の
説
話
で
あ
る
。
弘
済
禅
師
は
仏
に
祈
っ
て
、
海
に
身
を
投

げ
た
。
す
る
と
、
難
波
の
津
で
救
っ
て
や
っ
た
亀
が
、
禅
師
を
救
っ
て
く
れ
た
。

そ
れ
が
救
っ
て
や
っ
た
亀
で
あ
る
こ
と
を
説
話
の
中
で
保
証
し
て
い
る
の
は
、「
其

の
亀
三
頷
き
て
去
る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
亀
は
た
だ
何
と
な
く
去
っ
て
行
っ

た
の
で
は
な
く
、
禅
師
の
恩
に
報
い
た
こ
と
を
「
三
頷
き
て
」
示
し
て
、
そ
れ
か

ら
去
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

◎
中
国
の
「
亀
の
恩
返
し
」
―
―
『
晋
書
』
毛
宝
伝

『
日
本
霊
異
記
』
の
「
亀
の
恩
返
し
」
の
説
話
に
は
、
中
国
に
、
も
と
に
な
る

話
が
あ
る
。
そ
れ
は
す
で
に
、
江
戸
前
期
の
国
学
者
契

沖

（
一
六
四
〇
―
一
七

け
い
ち
ゆ
う

〇
一
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
晋
王
朝
の
歴
史
を
記
し
た
『
晋
書
』
巻
八
十
一
・
毛
宝

も
う
ほ
う

伝
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
〔
書
き
下
し
文
の
表
記
は
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
る
。
〕

宝
在
武
昌
、
軍
人
有
於
市
買
得
一
白
亀
。
長
四
五
寸
、
養
之
漸
大
、
放
諸
江

中
。
邾
城
之
敗
、
養
亀
人
、
被
鎧
持
刀
、
自
投
於
水
中
。
如
覚
堕
一
石
上
。

視
之
、
乃
先
所
養
白
亀
、
長
五
六
尺
、
送
至
東
岸
、
遂
得
免
焉
。

（
宝
の
武
昌
（
湖
北
省
鄂
城
県
）
に
在
る
と
き
、
軍
人
の

市
に
一
白
亀

い
ち

は
く

き

を
買
い
得
る
有
り
。
長

四
五
寸
、
こ
れ
を
養
う
に
漸
く
大
に
し
て
、
諸こ
れ

を
江
中
に
放
つ
。
邾

城

（
湖
北
省
黄
岡
県
の
西
北
）
の
敗
る
る
や
、
亀
を

ち
ゅ
じ
ょ
う

養
い
し
人

鎧
を
被
て
刀
を
持
ち
、
自
ら
水
中
に
投
ず
。
一
石
の
上
に
堕
つ

き

と
覚
ゆ
る
が
如
し
。
こ
れ
を
視
る
に
、
乃
ち
先
に
養
う
所
の
白
亀
に
し
て
、
長

み

た
け

五
六
尺
、
送
り
て
東
岸
に
至
り
て
、
遂
に
免
る
る
を
得
た
り
。
）

こ
の
「
記
録
」
が
『
日
本
霊
異
記
』
の
先
の
説
話
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
確
か
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
日
本
の
右
の
説
話
が
誕
生
す
る
際
の
契
機
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

豫

州

刺
史
（
長
官
）
毛
宝
が
武
昌
に
い
た
と
き
、
配
下
の
あ
る
軍
人
が
市
場

よ

し
ゆ
う

し

し

で
一
匹
の
白
い
亀
を
買
っ
た
。
そ
の
身
の
丈
は
四
五
寸
（
一
〇
セ
ン
チ
あ
ま
り
）

だ
っ
た
が
、
養
っ
て
い
る
う
ち
に
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
長

江
に
放
し
て
や
っ
た
。
邾
城
が
敗
れ
滅
ん
だ
と
き
、
亀
を
養
っ
て
い
た
軍
人
は
、

鎧
を
つ
け
て
刀
を
持
っ
た
ま
ま
（
死
を
決
意
し
て
）
水
中
に
身
を
投
げ
た
。
す
る

と
一
つ
の
石
の
上
に
落
ち
た
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
石
の
よ
う
な
も
の

を
じ
っ
と
見
て
み
る
と
、
な
ん
と
そ
れ
は
先
に
養
っ
て
い
た
白
い
亀
で
、
身
の
丈

は
も
う
五
六
尺
（
二
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
）
に
な
っ
て
い
た
。
亀
が
軍
人
を
送
っ
て

長
江
の
東
岸
に
至
っ
た
の
で
、
軍
人
は
つ
い
に
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
晋
書
』
は
、
唐
代
初
期
、
房
玄
齢
（
五
七
八
―
六
四
八
）
ら
に
よ
っ
て
編

ぼ
う
げ
ん
れ
い

纂
さ
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
複
数
の
『
晋
書
』
に
基
づ
い
て
い
る
。

右
の
文
章
も
、
相
当
に
古
い
「
記
録
」
で
あ
ろ
う
。
『
晋
書
』
で
は
、
足
元
の
石

の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
め
た
軍
人
の
様
子
は
、
「
視
之
、
乃
先
所
養
白
亀
」
（
こ

れ
を
視
る
に
、
乃
ち
先
に
養
う
所
の
白
亀
に
し
て
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
日
本
霊
異
記
』
の
「
其
の
暁
に
見
れ
ば
、
亀
負
へ
り
」
に
対
応
し
て
い
る
。
だ

が
、
「
其
の
亀
三
頷
き
て
去
る
」
に
対
応
す
る
『
晋
書
』
の
記
述
は
無
い
。
つ
ま

り
、
『
晋
書
』
か
ら
は
、
「
亀
が
頷
い
て
か
ら
去
っ
て
行
っ
た
」
と
い
う
肝
心
な

部
分
が
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
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◎
中
国
の
「
亀
の
恩
返
し
」
―
―
『
捜
神
後
記
』

一
方
、
こ
の
「
亀
の
恩
返
し
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
東
晋
末
の
陶
淵
明
（
三
六

五
―
四
二
七
）
撰
と
い
わ
れ
る
小
説
集
『
捜
神
後
記
』
十
巻
に
、
次
の
よ
う
に
載

っ
て
い
る
。

晋
咸
康
中
、
豫
州
刺
史
毛
宝
、
戍
邾
城
。
有
一
軍
人
、
於
武
昌
市
見
人
売
一

白
亀
子
。
長
四
五
寸
、
潔
白
可
愛
。
便
買
取
持
帰
、
著
甕
中
養
之
。
七
日

漸
大
、
近
欲
尺
許
。
其
人
憐
之
、
持
至
江
辺
、
放
江
水
中
、
視
其
去
。

後
邾
城
遭
石
季
龍
攻
陥
、
毛
宝
棄
豫
州
。
赴
江
者
莫
不
沈
溺
。
於
時
所
養
亀

人
、
被
鎧
持
刀
、
亦
同
自
投
。
既
入
水
中
、
覚
如
堕
一
石
上
、
水
裁
至
腰
。

須
臾
、
游
出
。
中
流
視
之
、
乃
是
先
所
放
白
亀
、
甲
六
七
尺
。
既
抵
東
岸
、

出
頭
視
此
人
、
徐
游
而
去
。
中
江
猶
回
首
、
視
此
人
而
没
。

（
晋
の
咸
康
中
、
豫
州
刺
史
毛
宝
、
邾
城
を
戍
る
。
一
軍
人
有
り
、
武
昌

か
ん
こ
う

ま
も

の
市
に
於
い
て
人
の
一
白
亀
子
を
売
る
を
見
る
。
長

四
五
寸
、
潔
白
に

し
て
愛
す
べ
し
。
便
ち
買
い
取
り
て
持
ち
て
帰
り
、

甕
中

に
著
け
て
こ
れ

お
う
ち
ゆ
う

を
養
う
。
七
日
に
し
て
漸
く
大
に
し
て
、
近
ん
ど
尺
許
り
な
ら
ん
と
す
。

ほ
と

ば
か

其
の
人

こ
れ
を
憐
み
、
持
ち
て
江
辺
に
至
り
、
江
水
中
に
放
ち
、
其
の

去
る
を
視
る
。

後

邾
城

石
季

龍

の
攻
陥
に
遭
い
、
毛
宝

豫
州
を
棄
つ
。
江
に
赴
く

せ
き

き

り
ゅ
う

あ

者

沈
溺
せ
ざ
る
莫
し
。
時
に
亀
を
養
う
所
の
人
、
鎧
を
被
て
刀
を
持
ち
、

亦

同
じ
く
自
ら
投
ず
。
既
に
水
中
に
入
る
に
、
一
石
の
上
に
堕
つ
る
が

如
く
覚
ゆ
。
水

裁
か
に
腰
に
至
る
。
須
臾
に
し
て
、
游
ぎ
出
づ
。
中
流

わ
ず

し
ゅ
ゆ

お
よ

に
こ
れ
を
視
る
に
、
乃
ち
是
れ
先
に
放
つ
と
こ
ろ
の
白
亀
に
し
て
、
甲

六
七
尺
な
り
。
既
に
東
岸
に
抵
り
、
頭
を
出
し
て
此
の
人
を
視
て
、
徐
に

い
た

お
も
む
ろ

游
ぎ
て
去
る
。
中
江
に
し
て
猶
お
首
を
回
ら
し
、
此
の
人
を
視
て
没
す
。
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
事
件
は
、
晋
の
咸
康
年
間
（
三
三
五
―
三
四
二
）
の
こ
と
と

さ
れ
る
。
毛
宝
に
仕
え
て
い
た
一
人
の
軍
人
が
、
一
匹
の
白
い
亀
の
子
を
買
い
取

り
、
や
が
て
長
江
に
放
し
て
や
っ
た
。
そ
の
後
、
北
朝
の
石
季
龍
に
よ
っ
て
邾
城

が
陥
落
す
る
と
、
先
の
軍
人
は
他
の
人
々
と
と
も
に
長
江
に
身
を
投
げ
た
。
す
る

と
、
石
の
上
に
落
ち
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
、
す
ぐ
に
泳
ぎ
は
じ

め
た
。
中
流
（
川
の
中
ほ
ど
）
で
そ
れ
を
見
つ
め
る
と
、
そ
れ
は
以
前
放
し
て
や

っ
た
白
い
亀
で
あ
っ
た
。
や
が
て
東
岸
に
至
る
と
、
（
軍
人
を
降
ろ
し
）
こ
の
人

を
じ
っ
と
見
つ
め
て
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
去
っ
て
行
っ
た
。
川
の
な
か
ほ
ど
ま
で

行
っ
て
も
な
お
振
り
か
え
っ
て
、
こ
の
人
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
、
水
の
中
に
消
え

て
行
っ
た
。

こ
の
小
説
で
は
、
亀
は
「
出
頭
視
此
人
、
徐
游
而
去
。
中
江
猶
回
首
、
視
此
人

而
没
」
（
頭
を
出
し
て
此
の
人
を
視
て
、
徐
に
游
ぎ
て
去
る
。
中
江
に
し
て
猶
お

首
を
回
ら
し
、
此
の
人
を
視
て
没
す
）
と
、
幾
度
も
軍
人
を
「
視
」
て
か
ら
去
っ

て
行
っ
た
。
こ
れ
が
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
其
の
亀
三
頷
き
て
去
る
」
に
対
応

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
日
本
霊
異
記
』
の
弘
済
禅
師
と
亀
の
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
『
晋
書
』
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
『
捜
神
後
記
』
に
よ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

亀
は
何
と
な
く
「
見
」
て
い
た
の
で
は
な
く
、
じ
っ
と
「
視
」
て
い
た
。
『
日

本
霊
異
記
』
で
は
そ
れ
が
「
発
展
」
し
て
、
亀
は
「
頷
」
い
て
い
る
。
歴
史
書
で

あ
る
『
晋
書
』
は
、
亀
の
視
線
や
立
ち
去
り
方
に
関
心
を
持
っ
て
は
い
な
い
。
し

か
し
、
『
捜
神
後
記
』
で
は
、
そ
の
こ
と
が
重
要
な
、
あ
る
い
は
不
可
欠
の
問
題

だ
っ
た
。
亀
の
視
線
や
立
ち
去
り
方
こ
そ
が
、
亀
と
軍
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
を

物
語
る
か
ら
で
あ
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
は
そ
の
立
場
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で

あ
る
。

「
視
」
と
「
見
」
の
違
い
を
、
日
本
人
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
自
覚
し

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
漢
語
や
漢
文
を
少
し
学
べ
ば
、
理
解
で
き
る
。
ま
た
、

そ
う
し
た
一
見
些
細
な
言
葉
の
相
違
か
ら
、
中
国
の
古
い
小
説
の
中
に
あ
っ
た
想
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像
力
の
特
徴
も
理
解
で
き
る
。
中
国
の
古
小
説
と
日
本
の
説
話
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
日
本
人
が
漢
語
、
漢
文
を
如
何
に
受
け
と
め
飛
躍
さ
せ
た

か
と
い
う
こ
と
も
分
か
る
。
漢
文
は
、
中
国
の
文
化
を
日
本
に
橋
渡
し
す
る
、
架

橋
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
右
の
例
の
よ
う
な
想
像
力
の
あ
り
方
ま
で
、
中

国
か
ら
日
本
に
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
。

Ⅲ

他
者
と
し
て
の
漢
文

◎
共
感
と
異
質
さ

他
方
、
漢
文
は
、
他
者
を
意
識
さ
せ
る
存
在
と
し
て
の
意
味
を
も
持
っ
た
。

私
が
研
究
し
て
き
た
の
は
、
中
国
六
朝
時
代
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
後
半
の

詩
や
文
章
で
あ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
唐
代
文
学
よ
り
も
前
の
時
代

に
あ
た
る
。
中
で
も
特
に
、
庾
信
（
五
一
三
―
五
八
一
）
と
い
う
詩
人
に
つ
い

ゆ

し
ん

て
考
え
て
き
た
。

庾
信
は
唐
代
に
は
一
部
の
詩
人
た
ち
か
ら
大
変
尊
重
さ
れ
、
特
に
庾
信
よ
り

ち
ょ
う
ど
二
百
年
ほ
ど
あ
と
に
生
ま
れ
た
杜
甫
（
七
一
二
―
七
七
〇
）
は
終
生
庾

信
を
尊
敬
し
て
い
た
。
杜
甫
の
「
詠
懐
古
蹟
」
詩
其
一
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

庾
信
生
平
最
簫
瑟

庾
信
の
生
平
最
も

簫
瑟

し
よ
う
し
つ

暮
年
詩
賦
動
江
関

暮
年
の
詩
賦
は
江
関
を
動
か
す

ぼ

ね
ん

「
庾
信
の
人
生
は
誰
よ
り
も
物
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
故
に
晩

年
の
詩
賦
は
、
長
江
と
関
中
の
地
を
揺
り
動
か
し
た
の
だ
。
」
こ
う
い
う
表
現
か

ら
、
杜
甫
が
ど
れ
ほ
ど
高
く
庾
信
を
評
価
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
。

庾
信
は
、
六
朝
後
期
の

梁

王
朝
に
生
ま
れ
、
宮
廷
で
活
躍
す
る
詩
人
と
し
て

り
よ
う

成
功
を
お
さ
め
た
。
そ
の
頃
流
行
し
て
い
た
の
は
、
宮
中
の
女
性
の
姿
態
や
心
中

を
描
く
「

宮

体
詩
」
と
い
う
、
な
ま
め
か
し
い
詩
だ
っ
た
。
庾
信
の
同
僚
の
詩

き
ゆ
う
た
い

し

人
徐

陵
（
五
〇
七
―
五
八
三
）
は
そ
う
い
う
詩
ば
か
り
を
集
め
た
『
玉
台
新
詠
』
、

じ
ょ
り
ょ
う

あ
る
い
は
『
玉
台
新
詠
集
』
と
い
う
詩
集
を
編
集
し
た
。
つ
ま
り
、
庾
信
の
前
半

生
は
華
や
か
な
宮
廷
詩
人
だ
っ
た
。
し
か
し
五
四
八
年
、
「
侯

景
の
乱
」
と
い
う

こ
う
け
い

大
叛
乱
が
お
き
た
際
に
、
首
都
建
康
（
現
在
の
南
京
）
を
守
る
一
部
隊
を
任
さ

け
ん
こ
う

れ
た
が
立
派
に
戦
う
こ
と
が
で
き
ず
に
敗
退
し
、
そ
の
後
、
都
は
陥
落
し
、
叛
乱

軍
に
占
領
さ
れ
て
、
皇
帝
を
は
じ
め
沢
山
の
人
々
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な

っ
た
。
皇
族
の
一
人
の
元
帝
が
叛
乱
を
平
定
し
て
、
庾
信
は
元
帝
に
仕
え
る
。
当

時
は
南
朝
と
北
朝
に
分
か
れ
て
争
っ
て
い
た
時
代
で
、
且
つ
北
朝
は
東
魏
（
後
に

北
斉
）
と
西
魏
（
後
に
北
周
）
に
分
か
れ
て
争
っ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
の
で
、
お

そ
ら
く
国
境
交
渉
の
た
め
に
、
国
使
と
し
て
北
朝
の
西
魏
に
赴
く
（
五
五
四
年
）
。

だ
が
そ
の
間
に
西
魏
が
梁
に
攻
め
込
み
、
当
時
の
梁
都
江

陵
（
湖
北
省
荊
州
市
）

こ
う
り
ょ
う

は
陥
落
し
て
、
元
帝
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
庾
信
は
ち
ょ
う
ど
西
魏
に
使
者
と
し

て
行
っ
て
い
た
の
で
、
帰
る
べ
き
国
を
失
い
、
や
む
な
く
北
朝
の
西
魏
に
、
ま
た

そ
の
禅
り
を
受
け
た
北
周
に
仕
え
て
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
二
つ
の
事
件
、
侯

ゆ
ず

景
の
乱
と
、
西
魏
と
の
交
渉
（
そ
の
間
に
西
魏
が
攻
め
込
ん
で
き
て
梁
が
滅
ん
で

し
ま
っ
た
）
と
い
う
二
つ
の
事
態
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
と
、
そ
の

結
果
の
重
大
さ
が
庾
信
を
一
生
苦
し
め
た
。

実
際
に
庾
信
の
心
の
中
を
示
す
作
品
と
し
て
、
「
擬
詠
懐
二
十
七
首
」
の
、
其

ぎ

え
い
か
い

十
八
を
紹
介
す
る
。
三
国
魏
の
阮
籍
（
二
一
〇
―
二
六
三
）
の
「
詠
懐
詩
」
を

げ
ん
せ
き

意
識
し
た
作
品
で
あ
る
。

擬
詠
懐

詠
懐
に

擬

う

な
ぞ
ら

尋
思
万
戸
侯

万
戸
侯
を
尋
思
す
れ
ば

ば
ん

こ

こ
う

中
夜
忽
然
愁

中
夜

忽
然
と
し
て
愁
う

琴
声
遍
屋
裏

琴
声

屋
裏
に

遍

く

あ
ま
ね

書
巻
満
牀
頭

書
巻

牀

頭
に
満
つ

し
よ
う
と
う

雖
言
夢
胡
蝶

胡

蝶

を
夢
み
た
り
と
言
う
と
雖
も

こ

ち
よ
う
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定
自
非
荘
周

定
め
て
自
ら
は
荘

周

に
非
ず

そ
う
し
ゅ
う

残
月
如
初
月

残
月
は
初
月
の
如
く

ざ
ん
げ
つ

し
よ
げ
つ

新
秋
似
旧
秋

新
秋
は
旧
秋
に
似
た
り

露
泣
連
珠
下

露
泣
き
て
連

珠
下
り

つ
ゆ

れ
ん
じ
ゅ

螢
飄
碎
火
流

螢

飄

え
っ
て
碎
火
流
る

ひ
る
が

さ
い

か

楽
天
乃
知
命

天
を
楽
し
み
て
乃
ち
命
を
知
る

何
時
能
不
憂

何
れ
の
時
に
か

能
く
憂
え
ざ
ら
ん

い
ず

よ

漢
の
こ
ろ

国
家
の
た
め
に
大
功
を
た
て
て
万
戸
侯
（
大
名
）
に
な
っ
た
人

の
こ
と
を
思
う
と
、

夜
半
に
、
突
然

私
は
愁
い
に
し
ず
む
。

琴
の
音
は

部
屋
中
に
満
ち
、

書
物
は

寝
床
の
ま
わ
り
に
ま
で
積
ま
れ
て
い
る
。

蝶
に
な
っ
た
夢
を
見
た
と
は
い
え
、

そ
の
夢
か
ら
哲
学
を
ひ
ら
い
た
荘
周
で
は
、
私
は
決
し
て
な
い
。

こ
の
有
明
の
月
は

い
つ
か
見
た
三
日
月
の
よ
う
に
空
に
か
か
り
、

こ
の
秋
は

ま
る
で
か
つ
て
の
秋
の
よ
う
だ
。

霞
が
泣
い
て

つ
ら
な
っ
た
珠
が
し
た
た
り
落
ち
、

た
ま

螢
が
ひ
る
が
え
っ
て

く
だ
け
ち
っ
た
火
が
流
れ
て
ゆ
く
。

天
の
法
則
を
楽
し
ん
で
こ
そ

運
命
が
分
か
る
と
い
う
が
、

私
は
い
つ
憂
い
を
持
た
ず
に
生
き
て
ゆ
け
る
の
か
。

「
連
珠
」
（
つ
ら
な
っ
た
玉
）
の
よ
う
に
泣
い
て
い
る
「
露
」
は
、
横
死
し
た

人
々
の
涙
で
あ
ろ
う
。
戦
乱
で
、
死
ん
だ
人
々
の
涙
で
あ
る
。
「
砕
火
」
（
く
だ

け
ち
っ
た
火
）
の
よ
う
に
流
れ
て
い
く
「
螢
」
は
、
横
死
し
た
人
々
の
霊
魂
だ
ろ

う
。
自
分
の
せ
い
で
横
死
し
た
人
々
の
涙
や
鬼
火
が
ず
っ
と
心
を
離
れ
な
い
。
そ

う
考
え
ら
れ
る
。

庾
信
に
は
ま
た
「
擬
連

珠
」
と
い
う
特
殊
な
韻
文
の
四
十
四
首
の
連
作
が
あ

ぎ

れ
ん
じ
ゅ

り
、
そ
の
第
十
六
首
目
に
、

営
魂
不
反

営
魂
反
ら
ず

え
い
こ
ん

燐
火
宵
飛

燐
火
宵
に
飛
ぶ

り
ん

か

と
い
う
よ
う
な
言
葉
も
見
え
る
。
「
営
魂
」
（
死
者
の
さ
ま
よ
え
る
霊
魂
）
が
故

郷
に
帰
れ
ず
、
「
燐
火
」
（
鬼
火
）
が
夜
の
闇
の
中
に
飛
ぶ
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
庾
信
は
、
横
死
し
た
人
々
の
帰
れ
ぬ
霊
魂
が
さ
ま
よ
い
、
「
燐
火
」

と
な
っ
て
飛
ぶ
世
界
に
生
き
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
苦
し
み
に
対
す
る
共
感
と
同
時
に
、
救
い
よ
う
の
な
い
表
現
の
重
な

り
に
対
す
る
一
種
の
異
質
感
が
心
中
に
残
る
。
ま
た
何
よ
り
も
、
こ
の
苦
し
み
が

彼
の
社
会
的
意
識
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
、
異
質
さ
を
感
じ
る
。

国
家
を
守
り
、
社
会
を
安
定
さ
せ
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
思
い
つ
め
た
詩
文
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
多
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。
漢
文
は
他
者
へ
の
共
感
を
可
能
に
す
る
架
け
橋
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ

う
し
た
異
質
な
他
者
を
認
識
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
窓
で
も
あ
る
。

Ⅳ

他
者
の
意
義

◎
他
者
を
み
つ
め
る

庾
信
は
、
西
魏
、
北
周
に
仕
え
て
生
き
た
。
発
言
も
極
め
て
困
難
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
庾
信
は
、
「
擬
詠
懐
二
十
七
首
」
を
制
作

し
、
繰
り
返
し
自
己
に
向
か
っ
て
問
い
を
発
し
続
け
た
。
自
己
の
根
底
を
問
お
う

と
す
る
営
み
を
繰
り
返
し
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
内
向
的
な
営
み
だ
け
に
終
始
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

他
者
を
み
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
前
に
進
め
る
試
み
を
も
行
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
の
他
者
は
、
日
本
と
中
国
と
い
う
異
質
の
文
化
的
背
景
を
持
つ

他
者
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
自
己
と
の
本
質
的
な
異
質
さ
を
持
つ
存
在
と
し
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て
の
他
者
で
あ
る
。
例
え
ば
庾
信
は
、
三
国
時
代
蜀
の
英
雄
で
あ
る
諸
葛

亮
（
一

し
ょ
か
つ
り
ょ
う

八
一
―
二
三
四
）
の
こ
と
を
、
「
望
野
」
詩
の
中
で
見
つ
め
る
な
ど
し
て
い
る
。

「
望
野
」
は
、
原
野
を
望
む
意
。
『
三
国
志
』
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
五
丈
原
に
登
っ

て
諸
葛
亮
を
思
っ
た
詩
で
あ
る
。

試
策
千
金
馬

試
み
に
策
す

千
金
の
馬

さ
く

来
登
五
丈
原

来
た
り
て
登
る

五
丈
原

有
城
仍
旧
県

城
有
る
は
仍
お
旧
県

な

無
樹
即
新
村

樹
無
き
は
即
ち
新
村

水
向
蘭
池
泊

水
は
蘭
池
の
泊
ま
り
に
向
か
い

ら
ん

ち

日
斜
細
柳
園

日
は
細

柳

園
に
斜
め
な
り

さ
い
り
ゅ
う
え
ん

涸
渚
通
沙
路

涸
れ
た
る
渚
は
沙
の
路
に
通
じ

か

寒
渠
塞
水
門

寒

き
渠
は
水
門
を
塞
す

つ
め
た

ほ
り

と
ざ

但
得
風
雲
賞

但
だ
風
雲
を
賞
す
る
を
得
た
り

何
須
人
事
論

何
ぞ
人
事
を
論
ず
る
を
須
い
ん

も
ち

私
は
試
み
に
良
き
馬
に
鞭
を
あ
て
、

こ
の
五
丈
原
へ
と

登
っ
て
き
た
。

城
が
見
え
る
の
は

今
も
残
る
旧
い
県
だ
ろ
う
、

樹
の
無
い
あ
た
り
は

新
し
い
村
な
の
だ
ろ
う
。

水
は
蘭
池
の
船
泊
り
に
向
か
っ
て
流
れ
て
行
き
、

夕
日
は
細
柳
園
の
方
に
傾
き
か
け
て
い
る
。

涸
れ
た
水
辺
は

沙
の
道
に
通
じ
て
い
て
、

冷
た
げ
な
堀
は
水
門
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
だ
。

（
諸
葛
亮
は
）
た
だ

英
主
（
劉
備
）
の
下
で
風
雲
に
乗
じ
て
活
躍
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、

ど
う
し
て
人
の
世
の
得
失
を
論
ず
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

思
い
立
っ
て
五
丈
原
の
古
戦
場
に
登
っ
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
沈
鬱
で
寂
寥

と
し
た
、
音
の
無
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
寂
し
い
景
色
の
描
写
は
、
庾

信
の
心
中
に
去
来
し
た
思
い
を
暗
示
す
る
。
極
言
す
れ
ば
諸
葛
亮
は
敗
北
し
た
英

雄
で
あ
る
。
天
下
三
分
の
計
も
、
最
後
は
破
綻
し
た
。
で
は
、
諸
葛
亮
の
存
在
は

無
意
味
だ
っ
た
の
か
。
諸
葛
亮
と
い
う
英
傑
の
存
在
は
、
こ
の
寂
し
い
景
色
の
中

に
、
既
に
影
も
形
も
無
い
。
だ
が
、
「
風
雲
」
（
臣
下
が
名
君
に
出
会
っ
て
存
分

に
活
躍
す
る
喩
え
）
に
乗
じ
て
思
い
の
ま
ま
に
生
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
自
体
が

諸
葛
亮
の
存
在
の
意
味
だ
っ
た
―
―
そ
の
結
果
へ
の
評
価
は
必
要
が
無
い
―
―
と

思
い
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
ま
ず
は
諸
葛
亮
へ
の
鎮
魂
の
詩
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
、
自
己
の

生
へ
の
苦
し
い
慰
め
で
も
あ
る
。
庾
信
も
外
交
使
節
と
し
て
恐
ら
く
最
善
を
尽
く

し
た
。
し
か
し
、
後
半
生
に
お
い
て
は
、
旧
国
の
た
め
に
働
く
こ
と
は
お
ろ
か
、

政
治
的
な
行
為
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
。
自
分
は
「
風
雲
」
に
乗
ず
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
生
き
た
。
最
後
の
二
句
は
、
そ
れ
を
掬
い
取
ろ

う
と
す
る
の
で
も
あ
る
。

行
為
の
可
能
性
を
失
っ
た
者
が
、
一
方
で
繰
り
返
し
自
己
の
根
底
を
問
い
な

お
し
、
他
方
で
諸
葛
亮
を
鎮
魂
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
他
者
を
文
学
の
中
に
立
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
苦
し
い
な
が
ら
も
自
己
の
存
在
を
評
価
し
よ
う
と
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

他
者
を
持
ち
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
こ
と
を
介
し
て
、
自
己
を
越
え
て
行
く
こ

と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
日
本
語
、
日
本
文
学
に
と
っ
て
、
漢
文
は
そ
の
よ

う
な
中
国
人
の
営
み
を
示
し
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
他
者
で
も
あ
る
。

◎
庾
信
の
内
向
性

庾
信
の
場
合
は
、
し
か
し
内
向
性
が
勝
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
「
擬
詠
懐
二
十

七
首
」
の
其
二
十
四
の
前
半
四
句
を
引
用
す
る
。

無
悶
無
不
悶

悶
え
無
か
ら
ん
か

悶
え
ざ
る
は
無
し

も
だ
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有
待
何
可
侍

待
つ
有
ら
ん
か

何
を
か
待
つ
べ
け
ん
や

昏
昏
如
坐
霧

昏
昏
と
し
て
霧
に
坐
す
る
が
如
く

こ
ん
こ
ん

漫
漫
疑
行
海

漫

々
と
し
て
海
を
行
く
か
と
疑
う

ま
ん
ま
ん

悶
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か

い
や
悶
え
な
い
と
き
は
無
い
。

待
つ
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か

い
や
待
つ
べ
き
も
の
な
ど
何
も
無
い
。

ど
こ
ま
で
も
暗
く

霧
の
中
に
座
り
続
け
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、

果
て
し
も
な
く

海
の
上
を
進
み
行
く
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

救
い
の
な
い
心
の
世
界
が
こ
ん
な
風
に
語
ら
れ
て
い
る
。
自
分
で
提
示
し
た

疑
問
を
自
分
で
否
定
し
続
け
る
よ
う
な
、
ま
た
霧
に
閉
ざ
さ
れ
た
暗
黒
の
海
の
上

を
小
舟
か
筏
で
行
く
よ
う
な
、
異
様
な
世
界
で
あ
る
。
彼
は
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
満
た
さ
れ
た
世
界
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
庾
信
は
、
そ
れ
ら
の
イ

メ
ー
ジ
を
忘
れ
る
こ
と
を
自
分
に
許
さ
な
か
っ
た
。

庾
信
は
文
学
と
い
う
場
に
お
い
て
、
煩
悶
す
る
自
己
を
み
つ
め
る
こ
と
を
契

機
に
し
て
、
人
間
の
深
い
姿
を
探
り
当
て
る
こ
と
に
固
執
し
た
。

Ⅳ

庾
信
の
後
の
世
代

◎
庾
信
の
周
辺
か
ら

庾
信
の
文
学
の
営
み
は
、
六
朝
の
貴
族
主
義
的
な
文
学
を
克
服
し
て
い
く
た
め

に
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。
庾
信
は
貴
族
主
義
の
中
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
詩
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
後
半
生
で
は
自
己
の
倫
理
的
な
不
安
定

性
を
見
つ
め
て
、
新
し
い
文
学
を
作
る
こ
と
を
試
み
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

の
営
み
自
体
が
悲
劇
的
だ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
い
つ
か
は
止
揚
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
庾
信
の
周
辺
に
は
、
そ
う
し
た
課
題
に
向
き
あ
っ
た
人
々
が

い
た
。

そ
う
い
う
人
々
の
中
か
ら
、
一
人
の
人
物
を
紹
介
し
た
い
。
北
周
の
王
族
の

一
人
で
、
鮮
卑
族
、
あ
る
い
は
鮮
卑
系
匈
奴
族
の
血
筋
で
、
趙
王
と
な
っ
た
宇う

文

招

（
五
四
五
？
―
五
八
〇
）
で
あ
る
。

ぶ
ん
し
ょ
う

趙
王
宇
文
招
は
、
西
魏
の
実
力
者
で
北
周
の
創
業
者
と
い
う
べ
き
宇
文
泰
（
文

う

ぶ
ん
た
い

帝
）
の
、
第
七
番
目
の
男
子
で
、
北
斉
を
滅
ぼ
し
て
華
北
の
再
統
一
を
成
し
遂
げ

た
武
帝
宇
文
邕
の
弟
で
あ
る
。
父
親
の
宇
文
泰
は
、
梁
の
都
の
江
陵
を
攻
め
落

う

ぶ
ん
よ
う

と
す
こ
と
を
命
じ
た
最
高
責
任
者
で
あ
る
か
ら
、
庾
信
か
ら
み
れ
ば
仇
敵
と
い
え

る
。
し
か
し
、
庾
信
は
そ
の
仇
敵
に
つ
か
え
る
こ
と
に
な
り
、
且
つ
宇
文
泰
の
幼

い
息
子
た
ち
の
教
育
係
の
よ
う
な
役
割
も
、
背
負
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ま
だ
幼
か

っ
た
宇
文
招
は
深
く
庾
信
の
影
響
を
受
け
た
。

宇
文
招
は
、
若
く
し
て
国
家
の
柱
石
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
五
七
八
年
、
兄
の

武
帝
が
、
急
に
病
気
で
亡
く
な
る
。
す
る
と
、
外
戚
の
隋
公
楊
堅
が
実
権
を
握

よ
う
け
ん

っ
て
、
帝
位
を
窺
う
よ
う
に
な
る
。
（
後
に
権
力
奪
取
に
成
功
し
て
、
楊
堅
は
隋

王
朝
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
）
そ
の
た
め
に
趙
王
宇
文
招
は
、
楊
堅
の
暗
殺
を
試

み
る
が
失
敗
し
て
、
五
八
〇
年
の
七
月
、
楊
堅
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。

趙
王
宇
文
招
は
庾
信
の
影
響
を
受
け
て
、
『
文
集
』
十
巻
が
あ
っ
た
と
史
書
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
集
は
亡
失
し
て
し
ま
い
、
作
品
は
短
詩
一

首
を
除
い
て
全
て
失
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
『
文
集
』
十
巻
の
一
部
が
、
他

で
も
な
く
日
本
に
、
八
世
紀
の

聖

武
天
皇
の
宸
翰
『
雑

集

』
の
中
に
、
残
さ

し
ょ
う

む

ざ
つ
し
ゆ
う

れ
て
い
た
。

聖
武
天
皇
宸
翰
『
雑
集
』
と
い
う
の
は
中
国
六
朝
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
仏

教
関
係
の
文
章
を
、
聖
武
天
皇
自
身
が
天
平
三
（
七
三
一
）
年
に
筆
写
し
た
も
の

で
、
奈
良
の
正
倉
院
に
一
四
〇
〇
年
近
く
伝
わ
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
に

「
周
趙
王
集
」
と
題
さ
れ
て
、
北
周
趙
王
宇
文
招
の
文
章
七
篇
、
実
際
に
は
一
〇

篇
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
趙
王
は
誠
実
な
仏
教
徒
で
、
仏
教
に
か
か
わ
る
文
章
を

書
い
て
い
た
た
め
、
文
集
の
一
部
分
が
、
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
て
い

た
の
だ
っ
た
。
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「
周
趙
王
集
」
の
中
で
特
に
最
長
編
の
「
道
会
寺
碑
文
」
に
は
、
「
皇
帝
」
が

道
会
寺
を
訪
れ
て
説
法
を
し
た
こ
と
を
賛
美
し
て
い
て
、
そ
れ
が
重
要
な
問
題
を

は
ら
ん
で
い
る
。

◎
六
朝
文
学
と
思
想
の
変
革

「
道
会
寺
碑
文
」
に
は
「
銘
」
が
つ
い
て
い
て
、
冒
頭
で
こ
う
言
う
。

百
非
体
妙

百

非
妙
を
体
し

ひ
ゃ
く

ひ

万
徳
凝
神

万
徳
神
に
凝
る
こ

全
て
の
否
定
「
百
非
」
、
仏
教
で
は
、
そ
の
無
数
の
否
定
の
先
に
、
常
識
を
超

越
し
た
真
理
の
世
界
を
見
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
「
百
非
」
は
実
は
、
仏
の
真
理

「
妙
」
を
体
現
し
て
い
る
。
固
定
観
念
に
対
し
て
否
定
を
重
ね
る
「
百
非
」
は
単

な
る
否
定
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
仏
の
真
理
「
妙
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
兄
の
武
帝
に
よ
る
有
名
な
仏
教
弾
圧
を
「
百
非
」

に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
思
う
。
あ
ら
ゆ
る
否
定
の
中
に
実
は
仏

の
真
理
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
兄
に
よ
る
仏
教
弾
圧
、
そ
の
中
に
も
仏
教
の
本
当
の

真
理
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
少
し
後
の
と
こ
ろ
で
は
、
こ
う
も
言
う
。

法
身
豈
滅

法
身
豈
に
滅
び
ん
や

ほ
っ
し
ん

世
眼
時
淪

世
眼
時
に
淪
む
の
み

し
ず

俱
迷
苦
海

俱
に
苦
海
に
迷
い
て
こ
そ

と
も

熟
暁
良
津

熟
く

良

津
を
暁
ら
ん

よ

り
ょ
う
し
ん

さ
と

真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
仏
の
本
当
の
体
「
法
身
」
は
滅
び
な
い
。
世
間
の
眼

が
闇
に
沈
ん
だ
だ
け
な
の
だ
。
だ
か
ら
弾
圧
さ
れ
て
仏
教
は
終
わ
り
だ
と
思
っ
た

の
は
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
世
間
の
眼
の
方
が
間
違
っ
て
い
た
の
だ
。
も

ろ
と
も
に
苦
悩
の
海
「
苦
海
」
に
迷
っ
て
こ
そ
、
悟
り
の
彼
岸
へ
の
良
き
渡
し
場

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
―
―
と
趙
王
は
い
う
。
兄
武
帝
に
よ
る
廃
仏
の
「
苦

海
」
に
迷
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
か
え
っ
て
真
理
へ
の
道
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
俱
迷
苦
海
、
熟
暁
良
津
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
た
と
き
、
趙
王
宇
文

招
の
心
に
何
が
浮
か
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
何
よ
り
も
廃
仏
の
苛
烈
な
体

験
だ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
苦
海
に
迷
う
存
在
と
し
て
趙
王
の
心
に
浮
か
ん

だ
も
の
の
一
つ
は
、
庾
信
そ
の
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
救
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
庾

信
の
心
の
世
界
を
、
趙
王
宇
文
招
は
良
く
知
っ
て
い
た
。
何
よ
り
も
こ
の
「
道
会

寺
碑
文
」
そ
の
も
の
が
、
庾
信
の
語
彙
や
表
現
を
た
く
さ
ん
利
用
し
て
書
か
れ
て

い
る
。
庾
信
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
先
に
進
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
宇
文
招
は
、
庾
信
を
他
者
と
し
て
凝
視
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

先
に
進
み
得
た
。
そ
こ
に
六
朝
文
学
と
思
想
の
変
革
の
可
能
性
を
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

Ⅴ

ま
と
め

◎
漢
文
か
ら
得
た
も
の

訓
読
に
よ
っ
て
中
国
古
典
が
日
本
語
の
中
に
〈
内
在
〉
化
（
日
本
語
の
中
に
取

り
入
れ
ら
れ
、
日
本
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
）
さ
れ
た
た
め
に
、
日
本
語
の

簡
潔
な
表
現
、
論
理
的
構
成
力
な
ど
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

中
国
古
典
の
持
つ
多
様
な
特
質
を
自
由
に
使
え
る
自
分
の
財
産
と
し
、
従
っ
て
そ

れ
を
使
っ
て
日
本
独
自
の
思
考
を
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

文
学
に
お
い
て
も
、
漢
詩
、
漢
文
を
訓
読
に
よ
っ
て
広
範
な
人
々
が
享
受
し
得

た
が
た
め
に
、
日
本
語
の
表
現
力
を
高
め
、
漢
詩
文
の
発
想
や
構
成
法
を
と
り
い

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
異
質
さ
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
者
を
認
識
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自

己
認
識
を
深
め
、
日
本
文
学
、
文
化
の
独
自
性
を
、
い
わ
ば
拡
大
し
得
た
。
漢
文

は
、
日
本
人
が
他
者
と
向
き
合
う
姿
勢
の
根
幹
を
形
づ
く
っ
た
。

漢
文
は
、
日
本
語
の
新
た
な
次
元
を
可
能
に
し
た
、
新
し
い
表
現
方
法
を
可
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能
に
し
た
、
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
可
能
性
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
し

た
の
は
日
本
人
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
文
化
的
な
影
響
も
、
実
は
そ
れ
を
受
け
と

め
る
側
の
人
間
の
膨
大
な
営
為
無
し
に
は
新
し
い
花
を
開
く
こ
と
は
な
い
。
影
響

を
受
け
る
と
い
う
の
は
、
新
し
い
次
元
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
は
漢
文
訓

読
に
よ
っ
て
中
国
古
典
を
日
本
語
に
〈
内
在
〉
化
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
日

本
語
と
日
本
文
化
の
新
し
い
次
元
を
開
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
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